
　10月30日、90周年記念事業のひとつ、「ルーテル学院前」南行バス停が完成し、
オープニングセレモニーを挙行しました。セレモニーには、設計・施工を担当した㈱
タケウチから竹内克己常務、熊本電気鉄道㈱の中島敬髙社長、および学院関係者等、
約80名が参加し新しいバス停の完成を祝いました。このバス停は、国の登録有形文化
財である高校本館をイメージした独創的なデザインです。背後の石垣にもマッチし、
校舎を思わせる窓のついた建屋は風雨を避けることもできるなど、利用者に優しく、
安全なバス停です。この、独創的でどこにもないバス停は、生徒・学生だけでなく、
地域の皆様にも愛されることでしょう。なお、11月１日の始発便より供用を開始し、
12月25日までクリスマスイルミネーションで装飾しています。学院にお越しの際は、
ぜひ新しいバス停にも、お立ち寄りください。
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10
月
３
日
、
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院

創
立
記
念
式
典
が
中
高
礼
拝
堂
で
開

催
さ
れ
、
全
教
職
員
と
関
係
者
を
あ

わ
せ
て
１
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
礼
拝
に
始
ま
り
、
坂
根
信
義

理
事
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
永
年
勤
続

者
表
彰
、
来
賓
代
表
と
し
て
同
窓
会
、

の
い
ば
ら
会
会
長
の
谷
口
美
樹
氏

（
高
校
30
回
生
）
の
挨
拶
、
お
よ
び

学
院
倫
理
綱
領
の
朗
読
が
行
わ
れ
、

学
院
が
一
つ
に
な
っ
た
式
典
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
勤
続
者
表
彰
者
を
代

表
と
し
て
、
栗
原
希
代
子
教
諭
（
中

高
）
が
「
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
、

良
き
仲
間
、
同
僚
と
の
出
会
い
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）
を
も
つ
学
院

で
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
目

標
を
軸
と
し
て
、
学
校
の
発
展
に
貢

献
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

中
高
生
徒
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
卒

業
生
で
あ
る
平
田
晶
子
氏
（
熊
本
県

上
天
草
市
議
会
議
員
）
と
、
中
学
・

高
校
が
長
年
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
作
成

等
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、
末
永

雅
伸
氏
（
フ
ォ
ト
ア
ト
リ
エ
す
え
な

が
代
表
）
の
お
二
人
を
お
招
き
し
、

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
田

氏
は
、「
好
き
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、

少
々
き
つ
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
頑
張

れ
る
。
日
々
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と
語
し
、
末

永
氏
は
「
自
分
の
思
い
が
伝
わ
る
よ

う
に
言
葉
を
磨
く
こ
と
。
そ
れ
に
は

本
を
た
く
さ
ん
読
む
こ
と
が
大
事
」

と
語
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
関
心

も
高
く
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

野田沙織さん（ヴァイオリン）2003年卒

栗原先生のスピーチ

　

８
月
30
日
、
熊
本
県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
に
て
「
ル
ー
テ
ル
・
ア
ー
ト
・
ア

カ
デ
ミ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ル
ー
テ
ル
・
ア
ー
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、

創
立
80
周
年
を
機
に
本
校
芸
術
コ
ー
ス
の

生
徒
及
び
卒
業
生
を
応
援
す
る
目
的
で
作

ら
れ
た
団
体
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
と
美
術
展

を
隔
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
外
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
演
奏
を

ル
ー
テ
ル
・
ア
ー
ト
・

ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
華
や
か
に

ル
ー
テ
ル
学
院
高
校　

芸
術
コ
ー
ス　

音
楽
専
攻　

　
　

教　

諭　

常　

定　

知　

基

創
立
90
周
年
に
向
け
て

～
学
院
創
立
88
周
年
記
念
式
典
～

生徒から花束を受け取る、平田晶子さん（左）と末永雅伸さん

野田沙織さん（ヴァイオリン）2003年卒

古閑　匠さん（テノール）2007年卒

熊
本
の
方
々
に
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
き
な
目
的
で
あ
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

創
立
80
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
第
１
回

と
し
て
５
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
共
学

化
さ
れ
て
九
州
女
学
院
か
ら
ル
ー
テ
ル
学

院
に
校
名
変
更
し
て
か
ら
の
若
い
卒
業
生

を
出
演
者
と
し
て
選
び
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
５
回
目
に
し
て
初
め
て
男
性
の
出
演

者
も
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
美
術
の
年
。
７
月
29
日
か
ら
８

月
３
日
に
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
大
宝
堂
に
て

美
術
展
が
行
わ
れ
ま
す
。
是
非
、
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。
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女
学
院
を
卒
業
し
て
、
は
や
数
十
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
に
、
創
立
30

周
年
を
迎
え
、
荘
厳
な
式
典
を
経
験
致
し

ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
時
代
は
、
生
徒
の
人
数
も
少

な
く
、
上
級
生
と
下
級
生
の
仲
が
と
て
も

良
く
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
に
満
ち
、
教
室

に
は
ス
チ
ー
ム
が
入
り
、
温
か
っ
た
こ
と

が
、
不
思
議
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

在
学
中
、
創
立
者
で
あ
り
、
長
き
に
わ

た
り
女
学
院
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
マ
ー

サ
・
Ｂ
・
エ
カ
ー
ド
先
生
の
帰
米
、
あ
の

メ
イ
・
ポ
ー
ル
・
ダ
ン
ス
の
復
活
、
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
の
設
置
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
の
子
育
て
中
に
創
立
40
周
年
、
再
度
、

奉
職
し
て
か
ら
創
立
50
周
年
と
創
立
70
周

年
を
迎
え
る
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
折
、
同
窓
会
企
画
「
女
学
院

の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て
」
の
訪
米
旅
行
に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
旅
は
、
北
米
一
致

ル
ー
テ
ル
教
会
へ
の
女
学
院
設
立
と
支
援

の
感
謝
の
旅
で
、
大
変
有
意
義
な
楽
し
い

ツ
ア
ー
で
し
た
。
そ
の
時
に
、
お
世
話
に

な
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
の
方
々
と

の
交
流
は
、
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
母
校
と
と
も
に
齢
を
重
ね
、
大

好
き
な
女
学
院
で
人
生
の
大
半
を
過
ご

し
、
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
も
出
来
ま
し

た
。
私
を
女
学
院
に
導
い
て
下
さ
っ
た
神

様
に
感
謝
で
一
杯
で
す
。

　

終
わ
り
に
、
創
立
90
周
年
の
喜
び
と
共

に
、
母
校
が
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
と

し
て
の
香
り
を
放
ち
な
が
ら
、
益
々
、
そ

の
存
在
価
値
を
高
め
ら
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
７
月
に
こ
こ
ろ
と
そ
だ
ち
の

臨
床
研
究
所
と
、
そ
れ
に
併
設
さ
れ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
『
ジ
ャ

ニ
ス
』
が
開
所
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

さ
ま
ざ
ま
な
こ
こ
ろ
の
問
題
に
つ
い

て
研
究
や
助
言
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
、

不
登
校
、
学
習
面
や
発
達
の
遅
れ
な

ど
こ
ど
も
の
問
題
、
人
間
関
係
、
性

格
や
行
動
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
教

育
、
保
健
、
福
祉
の
現
場
で
働
い
て

お
ら
れ
る
方
、
企
業
の
人
事
担
当
の

方
が
困
っ
て
お
ら
れ
る
問
題
に
つ
い

て
も
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
祭
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除

く
毎
週
、
水
曜
日
が
電
話
受
付
日
で

（
午
前
10
時
か
ら
15
時
）、
お
電
話
を

い
た
だ
い
た
の
ち
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
日
時
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
利
用
料
は
初
回
五
千

円
、
二
回
目
以
降
は
三
千
円
で
す
。

相
談
を
受
け
る
ス
タ
ッ
フ
は
臨
床
心

理
士
、
保
健
師
、
精
神
保
健
福
祉
士

で
、
大
学
教
員
の
所
長
、
研
究
員
が

ス
タ
ッ
フ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
す
。
地
域
に
開
か
れ
た
相
談
機
関

と
し
て
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

90
周
年
コ
ラ
ム

ル
ー
テ
ル
と
私

岩　

﨑　

佳　

子

︵
九
州
女
学
院
９
回
生
︶

高校 1年生の頃岩﨑　佳子さん

こ
こ
ろ
と
そ
だ
ち
の

　
　
　
　

臨
床
研
究
所
が
で
き
ま
し
た

心
理
臨
床
学
科
長　

こ
こ
ろ
と
そ
だ
ち
の
臨
床
研
究
所　

　
　

所　

長　

有　

村　

達　

之

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
﹁
ジ
ャ
ニ
ス
﹂



合
志
市
と
の

連
携
包
括
協
定
が

調
印
さ
れ
ま
し
た

　
11
月
18
日
、
熊
本
県
合
志
市
と
本
学
院
は
、
お
互
い

の
力
を
活
か
し
、
更
な
る
地
域
の
発
展
に
努
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
地
域
社
会
発
展
の
た
め
の
包

括
的
連
携
に
関
す
る
基
本
協
定
（
包
括
協
定
）
」
を
調

印
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
に
は
、
合
志
市
側
か
ら
荒
木
義
行
市
長
は
じ

め
７
名
、
学
院
側
か
ら
坂
根
信
義
理
事
長
は
じ
め
８
名

が
出
席
し
て
、
今
後
幅
広
く
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
こ
の
包
括
協
定
は
、
地
方
行
政
と
本
学

院
の
人
材
育
成
や
教
育
研
究
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、

新
た
な
取
り
組
み
を
作
っ
て
行
く
も
の
で
す
。

　
最
初
の
連
携
と
し
て
、
合
志
市
の
「
女
性
子
育
て
政

策
」
の
中
で
、
本
学
院
が
今
年
７
月
に
開
設
し
た
「
こ

こ
ろ
と
そ
だ
ち
の
臨
床
研
究
所
『
ジ
ャ
ニ
ス
』
」
を
活

用
し
て
い
た
だ
い
て
相
談
業
務
を
充
実
さ
せ
た
り
、
支

援
者
の
育
成
に
協
力
し
ま
す
。

　
こ
の
包
括
的
協
定

を
き
っ
か
け
に
、
幼

稚
園
・
中
学
・
高

校
・
大
学
を
持
つ
総

合
学
園
で
あ
る
本
学

院
が
、
合
志
市
と
の

間
に
よ
り
深
い
信
頼

関
係
を
築
き
、
幅
広

い
分
野
で
の
協
力
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
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ル
ー
テ
ル
学
院
幼
稚
園
は
、
２
０
１
５
年
４
月
か
ら

『
認
定
こ
ど
も
園
ル
ー
テ
ル
学
院
幼
稚
園
』
と
い
う
新
し

い
看
板
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
熊
本
市
か
ら
園
児
募
集
開
始
前
日
の
10
月
末
日
に
、
認

定
こ
ど
も
園
と
し
て
の
内
定
の
連
絡
を
い
た
だ
き
、
現

在
、
乳
児
保
育
室
・
厨
房
施
設
の
第
２
期
工
事
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
幼
稚
園
の
名
前
は
そ
の
ま
ま
残
り
ま
す
が
、
今
ま
で
以

上
に
利
用
し
や
す
い
教
育
と
保
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設

と
し
て
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
大
き
な
変
化
は

① 

３
つ
の
認
可
区
分
に
別
れ
て
募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
１
号
認
定
… 

満
３
歳
以
上
で
、教
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
。

　
　
　
　
　
　
（
今
ま
で
の
幼
稚
園
と
同
様
）

　
２
号
認
定
… 

満
３
歳
以
上
で
保
育
の
必
要
な
事
由
に
該

当
し
、
保
育
教
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
。

（
１
号
認
定
・
２
号
認
定　
計
₁₅₀
名
）

　
３
号
認
定
… 

満
３
歳
未
満
で
保
育
の
必
要
な
事
由
に
該

当
し
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
。（
30
名
）

② 
開
所
時
間
も
大
幅
に
朝
７
時
半
か
ら
夕
方
18
時
半
（
11

時
間
）
ま
で
変
わ
り
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
に
加
え
て
ル
ー
テ
ル
学
院
で
働
く
皆
様

も
、
今
ま
で
以
上
に
安
心
し
て
お
仕
事
と
子
育
て
が
出
来

る
よ
う
な
教
育
保
育
施
設
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
神
様
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
認

定
こ
ど
も
園
と
な
る
よ
う
、
新

し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
職

員
・
園
児
が
力
強
く
歩
み
を
進

め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ル
ー
テ
ル
学
院
幼
稚
園
・
幼
児
園

園　

長　

尾　

田　

明　

子

幼保連携型の認定こども園にかわります！
～０歳の赤ちゃんからお待ちしています～

認定こども園完成予想図

調
印
書
を
手
に
握
手
を
交
わ
す

荒
木
義
行
市
長（
左
）と
坂
根
信
義
理
事
長
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復
興
願
い
ハ
ン
ド
ベ
ル

　
11
月
18
日
、
熊
本
県
合
志
市
と
本
学
院
は
、
お
互
い

の
力
を
活
か
し
、
更
な
る
地
域
の
発
展
に
努
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
地
域
社
会
発
展
の
た
め
の
包

括
的
連
携
に
関
す
る
基
本
協
定
（
包
括
協
定
）
」
を
調

印
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
に
は
、
合
志
市
側
か
ら
荒
木
義
行
市
長
は
じ

め
７
名
、
学
院
側
か
ら
坂
根
信
義
理
事
長
は
じ
め
８
名

が
出
席
し
て
、
今
後
幅
広
く
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
こ
の
包
括
協
定
は
、
地
方
行
政
と
本
学

院
の
人
材
育
成
や
教
育
研
究
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、

新
た
な
取
り
組
み
を
作
っ
て
行
く
も
の
で
す
。

　
最
初
の
連
携
と
し
て
、
合
志
市
の
「
女
性
子
育
て
政

策
」
の
中
で
、
本
学
院
が
今
年
７
月
に
開
設
し
た
「
こ

こ
ろ
と
そ
だ
ち
の
臨
床
研
究
所
『
ジ
ャ
ニ
ス
』
」
を
活

用
し
て
い
た
だ
い
て
相
談
業
務
を
充
実
さ
せ
た
り
、
支

援
者
の
育
成
に
協
力
し
ま
す
。

　
こ
の
包
括
的
協
定

を
き
っ
か
け
に
、
幼

稚
園
・
中
学
・
高

校
・
大
学
を
持
つ
総

合
学
園
で
あ
る
本
学

院
が
、
合
志
市
と
の

間
に
よ
り
深
い
信
頼

関
係
を
築
き
、
幅
広

い
分
野
で
の
協
力
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
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７
月
30
日
、
中
高
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
の
19
名
と
教
員
２
名
が
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
、
福
島
県
い
わ
き
市
を
訪
問
し
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
茨
城
県
で
開
か
れ
た
「
第
38
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭　

器
楽
・
管
楽
器
部
門
」
に
出
演
後
、
そ
の
足
で
最
初
の

訪
問
地
で
あ
る
い
わ
き
市
の
南
台
仮
設
住
宅
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
「
く
る
み
割
り
人
形
」
「
祈
り
」
な
ど
７

曲
を
披
露
。
「
復
興
の
祈
り
を
届
け
る
演
奏
を
心
掛
け
て
い
る
」

と
顧
問
の
常
定
教
諭
。

　

「
涙
そ
う
そ
う
」
の
演
奏
が
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
静
か
に
耳

を
傾
け
て
い
た
、
仮
設
住
宅
に
避
難
す
る
皆
さ
ん
が
、
静
か
な
声

で
自
然
と
歌
詞
を
口
ず
さ
み
始
め
ま
し
た
。

　

同
部
は
、
震
災
後
の
福
島

県
や
宮
城
県
内
の
仮
設
住
宅

や
保
育
園
等
を
訪
問
し
、
演

奏
を
通
じ
て
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

で
自
然
と
歌
詞
を
口
ず
さ
み
始
め
ま
し
た
。

　

同
部
は
、
震
災
後
の
福
島

県
や
宮
城
県
内
の
仮
設
住
宅

や
保
育
園
等
を
訪
問
し
、
演

奏
を
通
じ
て
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

双葉町仮設住宅「ひだまり」の皆さんと
（福島県いわき市）

大
森
第
三
仮
設
住
宅
で
の
演
奏

（
宮
城
県
石
巻
市
）

　

９
月
12
日
か
ら
９
月
14
日
ま
で
の
３
日
間
、

長
崎
県
に
お
い
て
第
69
回
国
民
体
育
大
会
水
泳

競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ル
ー
テ
ル
学
院

高
校
か
ら
３
年
生
の
林
孝
晟
選
手
、
續
彩
加
選

手
、
２
年
生
の
中
川
良
美
選
手
、
１
年
生
の
神

﨑
百
恵
選
手
の
４
名
が
出
場
し
、
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
神
﨑
百
恵
選
手
は
少
年
女
子
２
０
０

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
で
準
優
勝
、
１
０
０
ｍ
バ
タ

フ
ラ
イ
７
位
入
賞
。
林
孝
晟
選
手
は
少
年
男
子

２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
８
位
入
賞
。
續
彩
加

選
手
と
中
川
良
美
選
手
は
、
少
年
女
子
４
０
０

ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
に
お
い
て
、
決
勝
進
出
に

あ
と
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
熊
本
県
新

記
録
で
10
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
熊
本
県
代
表
と
し
て
積

極
的
な
レ
ー
ス
を
展
開
し
、
チ
ー
ム
熊
本
の
一

員
と
し
て
全
国
の
舞
台
で
戦
え
た
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
支
え
て
頂
い
た
多
く
の

方
々
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〜
第
69
回
国
民
体
育
大
会　

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
２
０
１
４
〜　

　
　
　
　

ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
・
高
校 

水
泳
部
顧
問　

宮　

部　

美　

江

常にレースをイメー
ジしながらの練習

宮部先生の熱心な指導

学　院 NEWS



大
学
チ
ャ
プ
レ
ン　

黄
ホ
ワ
ン　

大ダ
ー

衛
ウ
ェ
イ
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去
る
４
月
22
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
工
藤
勇
壹

先
生
を
し
の
ぶ
会
を
、
８
月
21
日
午
後
２
時
よ

り
本
校
礼
拝
堂
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
工
藤
先
生
の
お
誕
生
日
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
親
族
の
方
々
、
九
州
女
学
院
・
ル
ー
テ
ル

学
院
卒
業
生
な
ど
３
０
０
名
近
い
出
席
を
い
た

だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
１
部
の
追
悼
礼
拝
で
は
、
崔
チ
ャ
プ
レ
ン

の
司
会
に
よ
り
旧
職
員
の
竹
内
一
臣
先
生
が
工

藤
先
生
と
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
在

校
生
に
よ
る
聖
歌
隊
の
声
に
涙
し
な
が
ら
過
ご

し
ま
し
た
。

　
第
２
部
の
し
の
ぶ
会
で
は
、
工
藤
先
生
が
指

導
さ
れ
た
３
つ
の
合
唱
団
や
コ
ー
ラ
ス
部
Ｏ
Ｇ

有
志
、
個
人
的
指
導
を
受
け
た
卒
業
生
に
よ
る

演
奏
な
ど
を
取
り
混
ぜ
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の

途
中
、
西
側
の
窓
か
ら
一
筋
の
光
が
礼
拝
堂
内

に
差
し
込
み
、
工
藤
先
生
が
『
こ
こ
に
居
る

よ
！
』と
答
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

今
年
の
９
月
に
中
学
一
年
生
の
野
外
活
動

（
キ
ャ
ン
プ
）
が
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
河
陽

の
ル
ー
テ
ル
阿
蘇
山
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
、
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
新
た
な
試
み
と
し

て
、
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
の
学
生
（
８

名
）
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
大
変
有
意
義
な
キ
ャ
ン
プ
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
、
学
生
と
生
徒
間
の
交
流
が

深
ま
っ
た
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
中
学

生
に
と
っ
て
も
、
学
生
に
と
っ
て
も
共
に
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
キ
ャ
ン
プ
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
学
生
参
加
の
新
し
い
試
み
の

効
果
と
し
て
、
２
つ
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ひ
と
つ
は
、
大
学
と
の
一
体
感
が
も
て
た

キ
ャ
ン
プ
で
あ
っ
た
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

学
生
が
中
学
生
に
と
っ
て
良
い
モ
デ
ル
と
な
っ

て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

　
事
故
や
大
き
な
怪
我
を
防
ぎ
、
笑
顔
で
無
事

に
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

学
生
た
ち
が
常
に

生
徒
の
身
近
で
動

い
て
く
れ
た
お
か

げ
だ
と
思
い
ま

す
。
心
か
ら
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
に
大
学
と
の

交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
新
約
聖
書
の
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の

手
紙
︱
12
章
20
節
～
22
節
に
は
こ
う
あ

り
ま
す
。

　
「
だ
か
ら
、
多
く
の
部
分
が
あ
っ
て

も
、
一
つ
の
体
な
の
で
す
。
目
が
手
に

向
か
っ
て
『
お
前
は
要
ら
な
い
』
と
は

言
え
ず
、
ま
た
、
頭
が
足
に
向
か
っ
て

『
お
前
た
ち
は
要
ら
な
い
』
と
も
言
え

ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
体
の
中
で

ほ
か
よ
り
も
弱
く
見
え
る
部
分
が
、
か

え
っ
て
必
要
な
の
で
す
。
」

　
こ
の
言
葉
か
ら
、
私
た
ち
の
体
は
ど

の
部
分
も
す
べ
て
が
必
要
な
の
だ
と
い

う
こ
と
を
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
は
、
「
自
分
は
小
さ
な
人
間

だ
。
人
の
役
に
も
、
神
様
の
役
に
も
立

て
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
実
は
、
神
様
は
そ
ん
な
風
に
思
っ

て
い
る
人
こ
そ
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
自
分
の
弱
さ
を
知
る
人
こ
そ
、

神
様
の
大
い
な
る
力
を
現
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

　
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
読
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
甲
子
園
の
春
の
選
抜
高

校
野
球
の
あ
る
試
合
で
の
こ
と
で
し
た
。

一
人
が
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
自
分
の
力

に
限
界
を
感
じ
た
の
で
、
試
合
に
出
ず

に
、
た
だ
監
督
の
指
示
を
選
手
に
伝
え

る
「
伝
令
」
専
門
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
決
勝
戦
で
味
方
の
投
手
が
ピ
ン

チ
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
「
伝
令
」
は

マ
ウ
ン
ド
の
投
手
に
監
督
の
指
令
を
伝

え
た
後
、
こ
う
付
け
加
え
ま
し
た
。「
優

勝
し
た
ら
、
学
校
の
食
事
を
タ
ダ
で

食
べ
ら
れ
る
。
お
ば
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て

た
」
と
。
投
手
の
顔
に
笑
顔
が
戻
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
後
続
を
打
ち
取
り
、

見
事
に
優
勝
し
た
の
で
す
。

　
野
球
の
試
合
と
言
え
ば
、
ま
ず
目
立

つ
の
は
投
手
や
四
番
打
者
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
「
伝
令
」
が
勝

利
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
脇
役
で

あ
る
こ
の
「
伝
令
」
は
自
分
の
役
目
を

忠
実
に
果
た
し
た
時
、
大
き
な
実
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
、
学
院
全
体
の
様
々
な
力

を
合
わ
せ
て
、
よ
り
大
き
な
成
長
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

黄チャプレン

『
必
要
な
小
さ
さ
』

ル
ー
テ
ル
学
院
高
校  

芸
術
コ
ー
ス
音
楽
専
攻  

教
諭  

福
島
　
佳
子

工
藤
勇た

け
か
ず壹

先
生
を
し
の
ぶ
会

ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
　
ア
シ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
　
カ
マ
ル
・
カ
ル
ナ
ー
ラ
タ
ナ

野
外
活
動
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て

2012 年のルーテル学院音楽会で
花束を受け取る工藤先生

真
剣
な
表
情
の
生
徒
た
ち



「
歴
史
の
扉
」
～
そ
の
時
ル
ー
テ
ル
学
院
は
～　
　

創
立
者
エ
カ
ー
ド
先
生
の
風
ぼ
う
と
お
人
柄

今　

村　

登　

志

ルーテル学院ヒストリー
～学院創立から現在まで～
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エ
カ
ー
ド
先
生
と
い
え
ば
、
あ
の

優
し
い
笑
顔
が
先
生
を
知
る
人
の
目

に
す
ぐ
浮
か
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
。
薄
茶

色
の
涼
し
い
瞳
、
広
い
額
、
形
よ
い

鼻
、
強
い
意
志
を
示
す
口
元
、
亜
麻

色
の
柔
ら
か
そ
う
な
髪
、
ど
う
ど
う

た
る
姿
。

　

先
生
の
人
柄
を
、
わ
た
し
は
と
て

も
十
分
に
言
い
つ
く
せ
な
い
。
女
学

院
に
立
つ

胸
像
の
下

に
、
「
先

生
は
信
仰

と
愛
の

人
で
あ
っ

た
。
信
仰

に
基
づ
く

深
い
愛

情
、
慈
母

の
如
き
温

容
、
日
本

文
化
に
対
す
る
真
の
理
解
と
厚
き
尊

敬
と
は
い
ず
れ
も
先
生
の
人
格
に
接

し
た
人
の
終
生
忘
れ
る
事
の
出
来
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
…
」
と
刻
ん
で
あ

る
。

　

「
先
生
の
愛
の
背
後
に
は
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
が
お
ら
れ
た
」
と
江

藤
安
純
先
生(

元
学
院
長)

が
語
ら
れ

た
。

　

日
曜
学
校
生
徒
の
幼
い
時
か
ら
、

教
会
で
、
家
庭
で
、
学
校
で
学
ば
れ

た
神
の
愛
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
が
先
生

の
心
の
中
に
沁
み
込
ん
で
い
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
愛
は
、
年
と
共
に

キ
リ
ス
ト
の
愛
の
広
さ
、
長
さ
、
高

さ
、
深
さ
を
理
解
で
き
る
ま
で
に
成

長
を
遂
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
愛
情
に
加
え
て
思
慮
深
く
、

寛
容
で
、

威
厳
が
あ

り
、
抜
群

の
包
容
力

と
指
導
力

を
備
え
ら

れ
、思
い
や

り
深
く
、

他
人
の
苦

労
に
対
し

て
心
か
ら

感
謝
さ
れ

る
方
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
先
生
の

た
め
に
働
く
の
は
喜
び
で
あ
っ
た
。

　

27
歳
で
来
日
さ
れ
て
以
来
、
40
年

間
、
い
か
に
多
く
の
日
本
人
が
先
生

に
触
れ
、
つ
い
に
救
い
主
を
信
じ
る

に
至
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

先
生
は
自
分
の
こ
と
よ
り
も
先
に

人
の
こ
と
を
思
わ
れ
た
。
高
熱
の
た

め
に
ベ
ッ
ド
に
釘
づ
け
さ
れ
な
が

ら
、
わ
た
し
が
お
部
屋
の
ド
ア
を
開

け
る
と
、
細
目
を
開
け
て
、
ご
自
分

か
ら
「
い
か
が
で
す
か
」
と
、
細
い

声
で
尋
ね
ら
れ
た
。
少
し
笑
み
さ
え

浮
べ
て
。

　

人
が
苦
境
に
あ
る
時
は
駆
け
寄
っ

て
助
け
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
方
で

あ
っ
た
。
あ
ま
り
立
ち
入
っ
て
、
嫌

が
ら
れ
る
と
い
け
な
い
と
思
う
前

に
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
気
持
ち
で
駆

け
寄
る
方
で
あ
っ
た
。
ま
た
少
々
言

い
づ
ら
い
こ
と
で
も
本
人
の
た
め
を

思
っ
て
忠
告
さ
れ
た
。
人
か
ら
蔭
で

批
判
さ
れ
て
い
る
人
を
か
ば
っ
て
、

「
で
も
、
あ
の
方
に
は
こ
う
い
う
良

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
も

お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
、
ハ
ン
セ
ン
病

未
感
染
児
童
、
悩
み
あ
る
者
、
悪
癖

に
苦
し
む
人
、
神
経
衰
弱
の
人
、

胸
の
病
に
倒
れ
る
人
の
友
、
助
け

手
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

１
９
５
５(

昭
和
30)

年
の
ご
帰
国

前
、
菊
池
恵
楓
園
へ
度
々
見
舞
っ
て

お
ら
れ
、
目
の
見
え
な
い
若
い
女
性

患
者
か
ら
の
お
礼
状
の
中
に
、
次
の

よ
う
な
句
が
あ
っ
た
。

　

朝
涼
し　

エ
カ
ー
ド
女
史
に　

お
と
な
わ
れ

　

百
合
生
け
て　

エ
カ
ー
ド
女
史
の　

幸
祈
る

　
　
　
　

今
村
登
志
著　

緋
薔
薇
～
エ
カ
ー
ド
先
生
の
思
い
出
～

(

１
９
８
７
年
発
行)

か
ら
抜
粋

著
者
　
今
村
登
志
氏

　

１
９
１
０(
明
治
43)

年
熊
本
市
生
ま
れ
。
１
９
３
２(

昭
和
７)

年
よ
り
１
９
５
５
年
ま
で
エ

カ
ー
ド
先
生
の
書
記
を
務
め
、
九
州
女
学
院
教
師
も
兼
任
。
ま
た
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
よ

り
１
９
７
６
年
ま
で
同
校
事
務
職
員
も
兼
任
し
た
。
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年 

召
天　

92
歳

卒業生から贈られた羽織を召された
エカード先生
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No.7

企
　
業

ア
ー
ク
ホ
テ
ル
熊
本
城
前
様

ア
ー
ル
エ
ス
エ
ス
様

旭
設
備
工
業
様

諫
山
工
業
様

上
田
事
務
所
様

上
野
城
山
堂
様

九
州
建
設
様

九
州
産
業
交
通

　
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様

熊
本
銀
行
様

熊
本
電
気
鉄
道
様

ケ
イ
エ
ヌ
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
様

コ
カ･

コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト

ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
様

コ
ス
ギ
不
動
産
卒

　
業
生
有
志
一
同
様

西
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
様

大
進
様

タ
ケ
モ
ト
様

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
様	

電
翔
様

ノ
マ
企
画
様

ハ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
様

大
塚
メ
デ
ィ
カ
ル

　
八
景
水
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
様

肥
後
銀
行
様

二
神
石
油
ガ
ス
様

松
尾
建
設
様

光
多
制
服
様

明
和
不
動
産
様

雄
光
様	

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
熊
本
支
社
様

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

ご
寄
付
者
１
社

一
般
有
志
・
教
会
・
団
体

清
重　
ナ
ナ
様

松
山　
伸
子
様

村
上　
洋
也
様

米
澤　
静
江
様

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル

合
志
教
会
様

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

ご
寄
付
者
２
名

卒
業
生

阿
部　
史
子
様

荒
木　
千
賀
様

飯
富　
洋
子
様

家
入　
良
子
様

伊
豆
野
敏
江
様

一
門　
惠
子
様

稲
田　
博
子
様

井
上　
廣
子
様

江
崎
須
美
子
様

岡　
ひ
ろ
み
様

小
島　
康
子
様

鬼
塚　
智
美
様

柿
山　
英
子
様

片
山　
裕
朗
様

金
田　
順
子
様

北　
　
品
子
様

木
下
眞
理
子
様

隈
部
安
嬉
子
様

合
志　
敦
子
様

古
閑
登
世
美
様

小
西　
正
子
様

近
藤
智
佐
子
様	

佐
久
原
百
合
子
様

嶋
田　
　
紫
様

田
上
美
恵
子
様

滝
口　
尚
子
様

武
本　
郁
美
様

田
尻　
凉
子
様

田
中　
友
子
様

田
辺　
雅
代
様

谷
口　
桂
子
様

谷
口　
美
樹
様

出
口　
和
子
様

寺
本　
　
晟
様

友
江
満
智
子
様

中
島
由
里
子
様

永
溝　
法
子
様

中
村　
典
子
様

永
村　
典
子
様

西
村
季
句
代
様

野
﨑　
道
子
様

橋
口　
博
子
様

八
田　
智
子
様

濱
口
ひ
ろ
み
様

浜
田
由
美
子
様

原
武　
博
子
様

東
田　
恵
子
様

東
山　
恵
子
様

平
岡　
澄
子
様

広
田　
チ
ズ
様

福
田　
悦
子
様

福
田　
邦
子
様

福
田　
寿
代
様

藤
本　
睦
子
様

藤
原　
靖
子
様

布
田　
君
代
様

馬
屋
原
誠
司
様

右
田　
京
子
様

三
澤　
玲
子
様

宮
本
多
枝
子
様

森
口　
由
美
様

矢
賀
部
知
子
様

八
木　
洋
子
様

山
神
美
代
子
様

山
﨑　
英
子
様

横
田　
和
子
様

吉
野　
筬
子
様

吉
本
喜
美
子
様

吉
本
多
惠
子
様

和
田
め
ぐ
み
様

関
西
の
い
ば
ら
会
様

ル
ー
テ
ル
学
院
（
九
女
）

高
校
15
回
生
一
同
様

宅
建
九
女
会
会
長

中
川
喜
代
子
他
一
同
様

２０１４
の
い
ば
ら
会
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
募
金
箱
様

ハ
ド
ル
先
生
を
し
の
ぶ
会
様

福
岡
の
い
ば
ら
会
様

結
会
事
務
局
様

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

ご
寄
付
者
７
名

保
護
者

赤
星　
哲
也
様

揚
村　
清
志
様

有
村　
弘
貴
様

池
田　
　
廣
様

石
川　
利
喜
様

井
上　
映
子
様

井
上
千
香
子
様

今
村　
や
よ
様

井
村　
　
登
様

岩
﨑　
和
彰
様

上
田
英
津
子
様

上
野　
　
直
様

上
村　
晋
一
様

内
田　
宏
二
様

内
山　
恵
子
様

宇
藤
久
美
子
様

梅
田　
幸
弘
様

江
藤
誠
一
郎
様

榎
木　
広
一
様

大
塚　
明
宏
様

大
塚　
重
憲
様

大
野　
真
二
様

岡
田　
和
弘
様

緒
方　
和
美
様

小
方　
和
義
様

岡
田　
ユ
ミ
様

岡
本　
　
稔
様

奥
嶋　
一
文
様

奥
園　
栄
純
様

嘉
悦　
正
英
様

郡　
　
昌
史
様

鹿
瀬
島　
優
様

金
子　
義
文
様

川
上　
和
市
様

河
上　
忠
雄
様

川
上　
宗
弘
様

川
崎　
伸
二
様

川
崎　
竜
一
様

河
嶋　
順
子
様

清
田　
　
太
様

栗
原　
邦
広
様

黒
河
内　
正
様

黒
田　
美
和
様

桑
原　
尚
人
様

甲
野
善
一
郎
様

髙
録　
弘
子
様

古
閑　
昭
幸
様

小
島　
美
信
様

後
藤　
英
昭
様

齊
藤　
忠
継
様

坂
上　
義
浩
様

坂
口　
留
美
様

阪
田　
浩
人
様

坂
田　
浩
幸
様

坂
本
多
美
江
様

坂
本　
友
子
様

坂
本　
友
子
様

坂
本　
憲
昭
様

笹
原　
謙
吉
様

佐
田　
信
幸
様

沢
幡　
啓
子
様

下
田　
　
学
様

白
須　
芳
則
様

陣
内　
肇
子
様

砂
田　
昌
子
様

墨
田
貴
代
子
様

髙
村　
　
孝
様

竹
下　
裕
隆
様

橘　
　
孝
志
様

田
中　
貴
章
様

田
中　
優
子
様

種
子
島
公
彦
様

塚
本　
祐
靖
様

津
川　
正
樹
様

津
志
田
和
也
様

津
田　
浩
司
様

椿　
　
健
志
様

靏
野　
正
昭
様

磨
田
順
一
郎
様

鳥
嶋　
　
晃
様

永
江
精
一
郎
様

中
田　
浩
利
様

永
田
由
美
子
様

中
原　
　
篤
様

中
原　
泰
子
様

中
村　
　
修
様

中
村　
浩
子
様

南
部　
　
徹
様

西　
　
浩
光
様

仁
多
脇
安
博
様

野
口　
拓
司
様

野
口
弘
一
郎
様

野
田　
法
子
様

野
中　
一
夫
様

橋
本　
　
修
様

濱　
　
　
勇
様

林
田　
徳
浩
様

林　
　
佳
恵
様

原
口　
武
仁
様

原
田　
　
功
様

稗
方　
隆
博
様

平
島　
　
章
様

福
本　
憲
穂
様

古
川　
文
隆
様

堀
江　
憲
一
様

本
田　
和
彦
様

前
田　
春
久
様

益
田　
英
明
様

松
尾　
洋
一
様

松
永　
裕
治
様

丸
山　
智
恵
様

丸
山　
　
傑
様

丸
山　
恭
徳
様

馬
渡
信
一
郎
様

溝
上　
敏
和
様

南　
　
　
博
様

蓑
田　
奈
美
様

宮
﨑　
博
文
様

宮
崎　
祐
一
様

宮
﨑　
幸
久
様

宮
島　
将
臣
様

宮
本　
武
士
様

武
藤　
　
瞳
様

村
上　
和
則
様

村
田　
大
三
様

室
原　
知
那
様

守
永　
光
義
様

髙
濱
真
里
子
様

柳
原　
千
尋
様

田
上　
英
雄
様

山
内　
義
和
様

山
木　
　
努
様

山
品　
公
博
様

山
田　
香
美
様

山
本　
知
子
様

吉
川　
誠
一
様

吉
田　
和
輝
様

吉
田
三
津
子
様

米
田　
孝
博
様

轆
轤　
　
誠
様

渡
辺　
博
和
様

ル
ー
テ
ル
学
院
中
学･

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

ご
寄
付
者
34
名

学
院
関
係
者

飽
田　
雅
子
様

綾
垣　
和
好
様

石
坂　
昌
子
様

石
田　
豊
美
様

井
上　
光
行
様

岩
﨑　
詳
二
様

岩
原　
由
子
様

岩
村　
禎
子
様

犬
童　
昭
久
様

植
野
堀
正
子
様

上
原　
栄
作
様

衞
藤　
　
繁
様

江
藤　
安
純
様

大
寺　
拓
郎
様

大
野　
雅
人
様

緒
方　
　
聡
様

尾
田　
明
子
様

於
保　
郁
子
様

金
津　
左
代
様

狩
野　
敬
子
様

河
﨑　
隆
夫
様

河
津　
　
巖
様

河
田　
将
一
様

川
津　
知
子
様

工
藤　
和
美
様

栗
原
希
代
子
様

黒
蕨　
　
司
様

坂
口　
裕
俊
様

坂
根　
信
義
様

坂　
　
　
仁
様

坂
本　
美
樹
様

櫻
井
エ
ム
子
様

島
内　
直
英
様

園
田　
松
吾
様

田
中
マ
リ
子
様

田
仲　
洋
介
様

田
畑　
英
一
様

田
村　
優
佳
様

崔　
　
大
凡
様

常
定　
知
基
様

恒
松
千
佳
子
様

鶴
山　
克
郎
様

寺
本　
行
義
様

所
埜　
泰
行
様

富
田　
達
朗
様

朝
長
千
恵
子
様

豊
田
憲
一
郎
様

永
井　
　
剛
様

永
野　
典
詞
様

中
村　
和
子
様

西
山
慎
一
郎
様

西
山　
隆
志
様

根
間　
貴
子
様

野
田　
幸
世
様

橋
本　
　
尚
様

橋
本　
　
寛
様

濱
﨑　
庸
一
様

濵
田　
昭
吾
様

東
田　
理
穂
様

百
武　
玉
恵
様

平
江　
美
貴
様

福
島　
佳
子
様

福
田　
恵
美
様

福
田　
　
茂
様

福
田　
昇
八
様

福
田　
　
靖
様

藤
川　
千
穂
様

藤
原　
べ
に
様

古
屋　
四
朗
様

前
田　
貞
一
様

牧　
　
　
均
様

眞
﨑　
利
範
様

益
田　
亮
英
様

松
尾　
睦
寛
様

松
元　
洋
行
様

松
本　
充
右
様

的
場　
君
矢
様

三
城　
大
介
様

水
谷
江
美
子
様

水
野　
博
子
様

満
崎
優
美
子
様

宮
田　
博
司
様

村
中　
　
司
様

百
家　
裕
幸
様

山
内　
隆
雄
様

山
口　
初
子
様

吉
田　
　
謙
様

吉
村　
裕
子
様

和
田　
成
子
様

渡
邊　
健
太
様

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
カ
フ
ェ
様

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
図
書
館
募
金
箱
様

ル
ー
テ
ル
学
院
中
学･

高
校
生
徒
会
様

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

ご
寄
付
者
９
名

募
金
報
告
２
０
１
４
年
６
月
11
日
～

　

11
月
10
日
ま
で
（
五
十
音
順
）

御
　
　
礼

　

学
院
創
立
90
周
年
記
念
事
業
計
画
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

そ
の
た
め
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

感
謝
の
意
を
込
め
て
、
こ
こ
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
募
金
活
動
は
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
４
年
11
月

募
金
委
員
長　
林
田
　
博
文

ご協力者名簿の掲載についてのお知らせ 　今回の掲載については、掲載の同意を得られた方
のみ載せております。なお、11月10日現在におい
て、同意未確認の方は掲載しておりません
　掲載の同意をいただければ次号の学院報に掲載さ
せていただきます。また、お気づきの点等ございま
したら、下記の募金事務局までご連絡ください。
　今後とも引続き倍旧のご厚情を賜りたくお願い申
し上げます。

電話096-343-3111　学院総務部　募金事務局


